





















定モードを Real Time Analysis （RTA）モードに固定し
（図 b）、騒音の入力は付属のプローブマイクおよび接
続ケーブルを用い、周波数 20 ～ 20k Hzを 1/6 オクタ
































株式会社 SHOEI（ショウエイ　東京都）の 2016 年
4 月から販売されているフルフェイスヘルメット

















イズ（20 ～ 20 kHのどの周波数域でも等しい音圧に
なるように調整されたノイズ音源）を再生させ、ヘ
ルメットのベンチレーションダクトおよびシールド
を全閉（図 d）及び 全開（図 e）の条件下でそれぞれ
周波数特性を測定した。
外部音源









た。ピンクノイズを与えた信号源は Apple iPod touch6
をスピーカーと Bluetooth接続して用いた。ピンクノ
イズは JAPAN AUDIO SOCIETYの AUDIO TEST CD-1






















約 80 ～ 20kHzの周波数域で検出されている。これは






































比べて 3 分の 1）。特に、800Hz以上の中高音域で
は－20 ～－60dB（A）もの減衰を示した。これは外



















































































大学多摩研究報告 32:1 ～ 7, 2017 年　及び　岡部
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をそれぞれ参照していただきたい。
r
p
q
図 r
図 p
図 q
